

































































































































































































































言っても， 1 つの学年で最低 5 名(できれば10名)ぐらい，つまり全校生で30~60名ぐらいが最
も理想的な教育ができる人数ではないかと患っている。
イ.登校拒否児童の救済
昨今の新間報道によると，登校拒否のきっかけに「学校の雰囲気Jr先生Jr勉強(授業)J 
をあげている子供が多いということである。現在，都市部にはそのようなことで悩み，学校に行
くことを拒んでいる子供が多いのである。であるから，子供たちが喜んでくる学校(環境が人間
化された学校)をつくり，全国に名のりを上げれば必ず相当数の希望者があるものと信じている口
今回の筑波大学の講座の中でも，ある教授のお話にあったが，各地に特色のある学校をつく
り，その学校に限って通学区域をはずして入学を認める(特認校制度)ことは，今の教育では非
常に重要な意味をもつものと思う。これは，教育行政の問題であるが，各市町村の教育委員会で
は大英断で，このような特認校を是非つくって頂きたいと思うのである。(すでに，北海道でも
札幌市・旭川市はじめ数校ある)
これは，へき地小規模校を活性化するだけでなく，登校拒否で悩んでいる多くの児童・生徒を
救う道でもあると思う。
私は，今後地域 .PTAと一体となって，教育委員会の理解と協力を得るよう努力をし，特認、
校制度や山村里親留学制度を実現することによって，本校を山間へき地にあって全国どこの学校
にも負けない教育をする，立派な理想的な学校にしていくようにがんばりたい。
ウ.都市から近郊への移動傾向
近年，学校や企業或いは行政機関等が，都市部から離れて都市近郊の自然を求めて移動してい
る。それにつれて，人々も静かで空気のきれいな近郊(田舎)へ移動しはじめている。これは，
今後道路がますますよくなり交通機関が発達すれば，地価の問題もあって，だんだんその傾向が
強くなっていくことが考えられる。そして，それは農産物の自由化攻勢などにより，農業経営が
ますます難しくなって，過そ化が進む傾向の山村地区の活性化と連動していくものと思う。
例えば，私が今回学んだこの“つくば市"というすばらしい学園都市(田園都市でもある)
は，人家も殆どなかった山野にこっ然と出現し，ここ10数年で人口はもうお万人という，理想的
な学究都市となっている。そうして，政府関係の研究機関もたくさん入ってきている。関西で
?
?
?
は，奈良県にも同じような学歯都市を建設中ということである。札幌市では，教育大学の移転に
伴い，これは広い畑地に“あいの里教育大"という，夢のような衝ができている。最近は，早積
回大学をはじめ各大学や高校も多数 都市近郊に移転していることは，周知の事実である。
今後は，小学校や中学校が都市から離れて環境のよい所を求めて移動していく時期が，もうそ
こまで来ている。すでに，東京や札幌の都心部の学校で過そ化が進み統廃合問題がおきていると
いう。
私は，本校を理想的な学校にするとともに，学校周辺にすばらしい環境をつくり，多くの子ど
もたちがひとりでに集まってくる“学密村"のようなものにと考えている。
おわりに
結論的にいうと，この変化の激しい時代に未来を担う児童・生徒を育成するという重要な使命
をもっ学校の最終責任者として，校長は常に学校の改革をめぎして，時代の流れに押し流されな
いように，前向きの姿勢で学校経営にとりくまなければならない。とかく何事もマアマア主義で
あったり，事なかれ主義で在任期間を何とか無難に終えればよいというような消極的な姿勢では
いけないと思うのである。
そういう意味で，私は一旦校長になった時は，泰然自若として教職員を信頼し，教職員を動か
して，また地域 .PTAと一体となって， “理想的な学校"づくりに遁進する所存であるD
なお. 3の私の学校経営論は，あくまでも現任校(中里小学校)を想定しての考えが中心にな
っていることを，お断りしておきたい。
最後に，校務その他に非常に忙しい時期に，大変有為義なこの筑波大学公開講座に出してくれ
た，私どもの学校長はじめ教育長その他関係の皆様に，深く感謝申し上げたい。
また. 3週間にわたり熱心に御指導下さった筑波大学の先生方に，心から厚くお札を申し上げ
る次第である。
以上
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